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◎点鐘              会 長 杉 日  誠

◎ロータリーソング 『奉仕の理想』

◎次年度会務報告     会 長エレク ト 海 野 栄 ―

第 8回 被選理事会を6月 9日 に開催 しました。議題は

以下の通 りです。

10周年記念事業実行委員会委員長を選任するに当たり

候補者の推薦を指名委員会に委属する事になりました。

次年度の年間予定につき 例 会振替やクラブ行事等の

日程を決定 しました。

7月 1日 発行のニュータウンタイムスヘの掲載原稿が

承認されました。

田畑会員の退会に伴う理事欠員につき、足立潤二郎会

員を選出しました。

・本国t 6月 23日第 3回 被選クラブ協議会 そ して 7月

1日 に新年度第 1回 目の理事会を開催することを決定

いたしました。活動計画案 予 算案の承認 10周 年記

念事業実行委員長の選任等を審議する予定です。

◎お客様紹介

岡山西南RC

◎会務報告

ソングリーダー  吉 澤 洋 景

会長 杉 田 誠

椎原 裕 二様

会長 杉 田 説

SAA委 員会 宮本  誠

幹事 佐 伯 和 度

①先日6月 20日多摩R C30周年記念 全 員登録という事

でお疲れさまでした。式典の中で、由井特別代表の

100%出席、これは並大抵では出来ないことだと思い

ます。良い勉強をさせていただきました。

_② 6月 15日 (金)理 事会開催で 3会 員の退会を承認。

宿院利幸 田 畑 博  福 田 寿 夫

3会員とも 転 勤という事です。残念です。

◎幹事報告

◇委員会報告

◎ 恭雄席報告         出 席委員長 赤 尾

会員総数 出席義務者 出席者 出席率

49名 48名 41名 85 42町

6/20訂 正出席率   ?083%

6/9最 終訂正出席率 8958%

欠席者 足 立潤二郎、福島達也、萩生回茂夫、北村幸彦

①新会員候補のお知らせを行います。宿院会員の後任の

方です。異議のある方は7日以内に文章で事務局に

お申し出下 さい。

②野村証券の太田前会員より近況報告の手紙が来ました。

各テーブルに配りましたので目を通して下さい。現在

は函館の支店長として、函館の日―タリーにな席なつ

きておられる様です。

③シンガポールで行われました今年度国際大会に、当ク

ラブから赤尾会員が出席なさいました。会場にて他ク

ラブのバナー交換を行いましたので そ の時のバナー

を回します。

小泉博、小城章員、高村弘

橋填メークアップ 遠 藤立- 6月 23日地区打ち上げ

◎ニコニコBOX    親 睦活動委員会 宿 院 利 幸

岡山西南RC 権 原裕二様

スクラッチ会優勝の椎原です。お世話になりまし

た。海野さん練習しなさい。

杉山 英 己 5年 間出席表彰を有難うございました。



佐伯 和 度 本 日を入れてあと二回です。

海野 栄 一 お 久しぶ りです。 6月 17日のお茶代の残 り

です。(2日 )

関岡 俊 二 本 年度もあと二回ですね。

赤尾 恭 進 国 際大会に参加後 バ リ島の旅を楽しんで

参 りました。85才で国際大会20回参加の大阪の会

員には驚かされました。

中山 tB武  バ ースディのお祝い有難うございます。

村上  久  結 婚祝いを頂きました。有難うございました。

遠藤 立 一 梅 雨の晴れ間は良いものですね。

大松 誠 二 高 野さん、じっくり聞かせてもらいます。

根本 泰 守 親 睦委員会の打ち合わせのお茶代のおつり

です。

杉田  誠  今 日は梅雨の中休みですね。

本日の合計 金 22,700円 (黙計1,307)470円 )

◎結婚記念日 誕 生日祝

親陸活動委員会 平 野 行 廣

結 婚  村 上 久  郁 子夫妻、北本f幸彦 操 夫妻

誕生日 猪 脱 末 男 高 野範城

(奥様)刀 域ヽ 祐 意、中山幸江 杉 田 久 子

0卓 話 「介護保険法と成年後見缶」度」  高 野 範 域

1 介 護保険とは

平成 9年 12月に成立した介護保険法は 「加齢に伴って

生ずる心身の変化に起因する疾病により要介護1犬態とな

り 入 浴 排 泄 食 事等の介護J等 が問題となる。原則

として65歳以上の人に対 し 「必要な保健医療サービス

及び福祉サービスに係る給付を行うJこ とを目的にして

います。介護保険法が出来た背景は 65歳 以上の高齢者

が2000万人近くになり今後更に増加の傾向にあること、

寝たきり老人や痴呆症老人が100万人を超えたこと、家

族の介護が期待できない一人暮 らしの老人が250万人を

超えたことにありますd

ところで 我 が国の高齢化率は 昭 和45年時点で 7%

を超え、平成 7年 の時点では14%を 超えています。更に

要介護状態になる高齢者は、高齢者の人々の一割程度と

みられています。いうならば、今回の介護保険法は 上 一

記の一割の人を対象にしているといっても過言ではあり

ません。

2 介 護保険法によるサービスを受絵するためには

介護保険法による在宅 (ヘルバー シ ョー トステイな

ど)や 施設 (特別養謹老人ホームや老人保健施設など)

の介護サービスを受けるには、①40歳以上の人が死ぬま

で毎月3000円前後の掛け金をかけていること、②85項目

の訪問調査を受けること、③コンピュータによる第一次

判定を受けること ④ 要介護認定の審議会の審査を受け

ること ⑤ ケアブランナーによるケアプランをつくって

もらうこと、⑥介護サービス業者と契約を結ぶこと ①

要支援 要 介護度に応じた6万 から35万の金額のうち

1割負担をする事が要件です。いうならば、毎月の生ド

の他に掛け金を合めると1万 円から4万 円前後の費用を
ヤ

負担することが要件です。それ故 前 記の費用を負担で

きない人は介護保険の適用からはずれることになりま

す。

3 介 護保険と成年後見の関係

従来の福祉サービスは 行 政庁が一方的に決める措置

でした。

しかし、今回の介護サービスは、利用者本人が介護サ

ービス業者を選択する契約です。従って、自分の責任で

業者を選び、契約を結ぶことが必要です。この契約を結

ぶにあたっては、意志能力があることが前提ですから

いわゆる痴果状態にある人は 契 約を結んでも無効とな

ります。それ故 高 齢の痴呆の人に代わって契約を結ぶ

必要があります。その代わる人として、成年後兄人が必

要とな ります。

ニヨニヨBOX発 表

く     宿 院会員

▼結婚祝い 誕 生祝い
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従来の代理権理論では 意 志忙力が無くなつたあと

その権限と正当性のうえから何かと制約が多いので 介

護保険法と同じく成年後兄人の制度を2000年4月 1日 に

スター トさせることにしたものです。

4 成 年後見人とは

現在 国 会で審議中の成年後見人制度は、祭治産制度

の持っている欠陥を是正して 高 齢者の自己決定権を尊

重しようとする制度です。先進国では禁治産制度をやめ

て成年後見制度を採用しています。成年後見人には、意

志能力がなくなったときの法的後見制度と、意 志能力の

あるうちに後見人を選定する任意後見人の制度が予定さ

れています。更に、意志能力の程度にlLAじて後兄人 保

オ人 補 助人の制度があります。今後は 痴 来症の高件

者の介護サービス契約や財産の管理を成年後見人が 木

人の代理人となって行うことになります。成年後見人は、

高齢者や知的障害者の財産を管理 したり 預 貯金や仁保

員保の契約をしたりすることにな り 今 後の取'社 会に

大きな影響を与える制度です。

厚生省は意志能力はあるが判断能力に難のある人を対

象にして 「ミニ後見人Jと もいうべき生活支援員を、

編社の分野に限って 本 年10月からスター トさせようと

しています。

会員 リレー トーク 第 稀回  杉 日 革 会員

「我が青春のアメリカンドリーム (パー ト1)J

私は高校生の頃 (1953年～1956年頃)セ ルロイ ド

のカーラー付きの詰め襟の制服で通学していました。

一方 ワ シントンハイツのアメリカンハイスクール

の生徒達はジーンズにポタンダウンのカッターシャ

ツ 長 身がはいているスリップオンシューズ。これ

は正にたくあんとみそ汁に対 し、ステーキとコーヒ

ーのたでした。

市といえばアメリカ車のオンパレー ドでした。当

時学校の帰りに早稲田からバスや郁電を乗り継いて

大手町から内幸町まで、 日 比谷通りで場i市している

市の写真を は くなるまで撮って歩きました。

アメリカの車に精通した方はご存じの通り、今はな

き草でデツー ト エ ドセル ハ ドツシ、ウィリス

ジープカイザー、ナッシュ、パッカー ド、スチュー

ドベーカー、タッカー、ランブラー こ れらの市は

実にアメリカンドリームの最たるものでした。

機会があれば パ ー トロでアメリカンドリームを追

い続けます。ちなみに今年度RI会 長のテーマ

「ロータリー ドリームを追い続けようJと 共通して

いますか ?

(今週の担当 福 鳥 回 島)

東京多厚ロータリークラフ

の30同年記念式典
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東京多摩 RC召 1立30周 年記念式典
パルテノン多摩小ホール

由
（

式

6月 20日、東京多摩ロータリークラプの30周年記念式

典があり、当クラブも6月 16日の振替として こ のおめ

でたい式典に参加させていただきました。

高野会長の点鐘で始まったこの式典は、第2750地区の

ガバナー 村 野順三様や鈴木多摩行長らが采賓の挨拶を

行い、福祉団体などへの奇附で第一部は幕を開じました。

第二部は 「由紀さおり 安 H祥 子Jに よるチャリティー

堂謡コンサー ト。

澄んだ歌声に大変感銘いたしました。当日は近隣のR

Cか らも多くの仲間が集い 式 虫は盛大に、そして格調

高く執り行われました。

※お客様紹介

※ニ コニ コ BO X

なし

なし

◎出席報告 (6月 20日)

会員総数 出席義務者 出席者 出席率

49名 48名 32名 68 75X

6/9 訂 正出席率  8958χ

6/2 最 終訂正出席孝 7708χ

チャリティコンサート

欠席者 足 立潤二郎 遠 藤立一 藤 木吉文、萩生回茂夫

桧垣昭、平野行度、伊沢ケイ子、北村幸彦、

小形勝子 関 岡俊二 宿 院利幸 田 畑博、

高村弘 津 守弘範、池田光秋

メークアップ 高 野範城 6月 15日東京多摩RC

根本泰守

6月 19日地区青少年交換委員会
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